










要約:HBV 母子感染予防処置が健康保険診療になった平成 7 年以降の予防の実態把握と効

果判定の為の方法を検討した. 日母産婦人科医会との共同研究によって HBs 抗原陽性妊婦

を把握し,会員への指導と啓蒙によって予防処置の徹底を計る.出生児を症例毎に追跡して

6 力月時点での予防効果を判定し,中学 2 年生の HBs 抗原抗体と HBc 抗体を測定し感染予

防治験の効果を評価することにした.  HBe 抗原陽性者の約 40%の児が予防された昭和 56

年生まれの中学2年生2213名のHBs抗原陽性率は0.18%, HBc 体陽性のHBV汚染率は0.86%

であった.


